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訪
問
し
た
の
は
、
石
巻
市

の
牡
鹿
半
島
周
辺
。
も
と
も

と
歯
科
医
院
が
な
い
地
域
で

住
民
は
市
街
地
ま
で
通
院
し

て
い
た
が
、
地
盤
沈
下
の
影

響
か
ら
、
満
潮
時
に
は
道
路

が
冠
水
す
る
。
そ
の
上
、
水

道
が
完
全
復
旧
し
て
い
な
い

た
め
、
自
主
避
難
所
に
暮
ら

す
人
も
多
く
、
未
だ
に
災
害

医
療
が
必
要
な
地
域
だ
と
聞

い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

訪
問
先
の
選
定
は
、
宮
城

県
保
険
医
協
会
の
井
上
博
之

副
理
事
長
と
島
和
雄
理
事
の

協
力
を
得
な
が
ら
計
画
。
石

巻
市
職
員
や
同
市
歯
科
医
師

会
、
日
本
歯
科
大
学
の
支
援

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
協
会

は
５
月
18
日
〜
21
日
ま
で
歯
科
医
療
支
援
チ
ー
ム
を
宮

城
県
石
巻
市
に
派
遣
し
た
。
戸
井
逸
美
（
生
野
区
）・

柴
田
次
朗
（
豊
能
郡
）
両
歯
科
医
師
、
西
川
勝
美
歯
科

技
工
士
、
事
務
局
員
が
20
カ
所
を
超
え
る
避
難
所
を
訪

問
し
、
歯
科
医
療
支
援
に
あ
た
っ
た
。

チ
ー
ム
か
ら
も
情
報
を
集
め

て
取
り
組
ん
だ
。

　

半
島
の
先
端
部
で
は
ガ
レ

キ
の
撤
去
が
全
く
進
ん
で
お

ら
ず
、
あ
ま
り
の
被
害
の
大

き
さ
に
絶
句
し
た
。
そ
れ
だ

け
に
「
歯
医
者
さ
ん
が
初
め

て
来
て
く
れ
た
」
と
歓
迎
さ

れ
た
り
、「
入
れ
歯
が
ガ
タ

て
国
会
議
員
要
請
し
た
。

　

要
請
は
、
①
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
目

指
し
て
被
災
者
医
療
と
医
療

提
供
体
制
確
保
②
希
望
す
る

　

協
会
・
保
団
連
は
、
東
日

本
大
震
災
の
復
興
基
本
法
案

が
審
議
入
り
し
た
５
月
19

日
、
二
次
補
正
予
算
で
医
療

・
社
会
保
障
の
拡
充
を
求
め

す
べ
て
の

共
済
の
原

状
復
帰
③

介
護
保
険

法
案
の
徹

底
審
議
と

公
費
負
担

拡
大
に
よ

る
介
護
保

険
の
拡
充

―
な
ど
。

　

協
会
か

活
再
建
が
復
興
を
進
め
る
保

障
に
な
る
と
述
べ
、「
上
か

ら
の
復
興
モ
デ
ル
の
押
し
付

け
は
取
る
べ
き
で
な
い
」
と

指
摘
し
た
。
地
域
医
療
に
つ

い
て
、「
効
率
一
辺
倒
で
医

師
を
減
ら
し
公
立
病
院
を
統

廃
合
し
て
き
た
こ
と
が
被
害

を
拡
大
さ
せ
た
。
公
立
病
院

の
再
建
と
民
間
医
療
機
関
へ

の
支
援
対
策
を
取
る
べ
き
」

と
強
調
し
た
。

国
会
議
員
と
意
見
交
換
会

　

同
日
、「
東
日
本
大
震
災

と
地
域
医
療
の
復
興
」（
保

団
連
主
催
）
を
テ
ー
マ
に
緊

急
意
見
交
換
会
が
議
員
会
館

内
で
開
か
れ
、
支
援
拡
充
が

要
請
さ
れ
た
。
民
主
・
自
民

・
共
産
の
国
会
議
員
ら
10
人

が
参
加
し
た
。

　

住
江
憲
勇
保
団
連
会
長
が

あ
い
さ
つ
し
、「
二
次
補
正

予
算
で
社
会
保
障
拡
充
は
喫

緊
の
課
題
。
補
正
予
算
先
送

り
は
許
さ
れ
な
い
」
と
強
調

し
た
。

　

被
害
を
受
け
た
岩
手
、
宮

城
、
福
島
な
ど
５
協
会
が
報

告
し
、
開
業
医
へ
の
公
的
支

援
の
必
要
性
な
ど
を
求
め

た
。

　

国
会
議
員
で
唯
一
発
言
し

た
田
村
智
子
参
院
議
員
（
共

産
）
は
、「
二
次
補
正
予
算

を
早
く
出
さ
な
い
と
い
け
な

い
。
復
興
に
希
望
が
み
え
る

方
向
で
他
党
と
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

自
民
・
松
浪
健
太
、
柳
本
卓

治
、谷
畑
孝
、西
野
あ
き
ら
、

竹
本
直
一
、
近
藤
三
津
枝
、

公
明
・
佐
藤
茂
樹
、
池
坊
保

子
、
共
産
・
吉
井
英
勝
、
宮

本
岳
志
、
社
民
・
服
部
良

一
、
無
所
属
・
中
島
正
純

（
参
院
）民
主
・
梅
村
聡
、
尾

立
源
幸
、
藤
原
正
司
、
自
民

・
北
川
イ
ッ
セ
イ
、
谷
川
秀

善
、
公
明
・
白
浜
一
良
、
石

川
博
崇
、
山
本
香
苗

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

【
面
談
】

（
参
院
）
共
産
・
山
下
芳
生

【
秘
書
対
応
】

（
衆
院
）民
主
・
大
谷
信
盛
、

平
野
博
文
、
長
安
豊
、
萩
原

仁
、樽
床
伸
二
、森
山
浩
行
、

熊
谷
貞
俊
、
熊
田
篤
嗣
、
中

野
寛
成
、
長
尾
敬
、
渡
辺
義

彦
、吉
田
お
さ
む
、中
川
治
、

藤
村
修
、
稲
見
哲
男
、
辻

惠
、辻
元
清
美
、樋
口
俊
一
、

ら
は
下
井
戸
昭
介
副
理
事

長
、
森
啓
理
事
、
古
田
光
行

・
宮
本
辰
雄
の
両
監
事
、
事

務
局
員
が
参
加
し
、
大
阪
府

選
出
国
会
議
員
に
要
請
し

た
。

　

面
談
で
き
た
の
は
、
山
下

芳
生
参
院
議
員
（
共
産
）。

宮
本
岳
志
（
共
産
）
と
服
部

良
一
（
社
民
）
の
両
衆
院
議

員
秘
書
と
意
見
交
換
し
た
。

　

面
談
で
は
、
協
会
が
取
り

組
ん
だ
被
災
地
で
の
歯
科
医

療
支
援
活
動
を
紹
介
し
な
が

ら
、
被
災
者
医
療
や
医
療
体

制
の
充
実
な
ど
を
求
め
た
。

　

山
下
議
員
は
、
住
民
の
生

長
）
は
、
実
演
を
交
え
な
が

ら
身
だ
し
な
み
や
話
し
方
、

電
話
応
対
な
ど
、
好
感
を
持

た
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
を
紹
介
。
ク
レ
ー
ム
対

応
で
は
、「
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
改
善
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

助
手
編
で
は
、
冨
本
昌
之

氏
（
港
区
）
が
『
デ
ン
タ
ル

ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を

テ
キ
ス
ト
に
治
療
の
流
れ
を

解
説
し
、
役
割
の
重
要
性
を

強
調
し
た
。

　

衛
生
士
編
で
は
、
患
者
の

立
場
に
立
っ
た
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
指
導
に
つ
い
て
説
明
し
、

「
日
常
か
ら
多
様
な
口
腔
ケ

ア
用
品
を
自
ら
試
す
こ
と

や
、
専
門
誌
な
ど
で
知
識
を

増
や
す
な
ど
、
努
力
す
る
こ

と
が
重
要
」
と
訴
え
た
。
ま

た
、
補
助
的
清
掃
用
具
の
使

用
方
法
な
ど
を
相
互
実
習

し
、
ベ
テ
ラ
ン
衛
生
士
が
個

々
に
対
応
し
た
。

と
を
報
告
、
引
き
続
き
保
険

業
法
の
「
適
用
除
外
」
を
求

め
て
運
動
に
全
力
を
尽
く
し

た
い
と
述
べ
た
。
交
流
会
で

は
、
共
済
団
体
へ
の
監
督
・

規
制
の
実
態
把
握
に
努
め
、

す
べ
て
の
共
済
を
守
る
取
り

組
み
を
強
め
る
こ
と
を
柱
に

し
た
活
動
方
針
・
提
起
を
参

加
者
全
員
で
確
認
し
た
。

う
」
と
述
べ
、
共
済
団
体
に

は
復
興
の
た
め
に
被
災
住
民

の
生
活
再
建
と
人
的
・
物
的

支
援
に
組
織
を
超
え
て
取
り

組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

強
調
し
た
。

　

活
動
報
告
で
は
下
井
戸
昭

介
副
理
事
長
が
、
保
団
連
・

協
会
が
休
保
制
度
再
開
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
こ

評
議
員
会
で
選
出
さ
れ
た
理
事
・
監
事
一
覧

【
理
事
】
安
積
中
（
現
・
平
野
区
）、
伊
津
進
弘
（
現

・
八
尾
市
）、
小
澤
力
（
現
・
西
成
区
）、
貴
島
正
彦

（
現
・
東
大
阪
市
）、
小
山
榮
三
（
現
・
枚
方
市
）、
近

藤
正
（
現
・
池
田
市
）、
下
井
戸
昭
介
（
現
・
堺
市
）、

杉
本
叡
（
現
・
柏
原
市
）、
辻
本
勝
（
現
・
城
東
区
）、

寺
嶋
洋
幸
（
現
・
西
成
区
）、
戸
井
逸
美
（
新
・
生
野

区
）、
土
井
英
暉
（
現
・
東
成
区
）、
中
西
幹
夫
（
新
・

東
大
阪
市
）、
冨
本
昌
之
（
現
・
港
区
）、
中
村
新
太
郎

（
現
・
富
田
林
市
）、
早
田
寿
夫
（
現
・
住
吉
区
）、
兵

頭
正
道
（
現
・
高
石
市
）、
松
本
博
（
現
・
淀
川
区
）、

三
木
正
弘
（
新
・
豊
中
市
）、
三
井
泰
正
（
現
・
西
淀

川
区
）、
森
啓
（
現
・
東
住
吉
区
）、
矢
部
あ
づ
さ
（
現

・
八
尾
市
）、
山
上
紘
志
（
現
・
堺
市
）、
吉
田
裕
志

（
現
・
住
之
江
区
）

【
監
事
】
古
田
光
行
（
現
・
城
東
区
）、
宮
本
辰
雄

（
現
・
東
成
区
）

平
等
の
排
除
に
取
り
組
み
、

人
間
性
を
回
復
す
る
機
能
を

果
た
す
。
人
的
結
合
を
基
礎

に
社
会
的
基
盤
に
立
っ
た
経

済
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
生
に
重
要
な
役
割
を
担

え
ば
「
入
れ
歯
が
割
れ
た
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
こ
の
ま
ま
だ

と
ず
っ
と
困
っ
た
状
態
で
、

こ
れ
か
ら
先
も
し
ば
ら
く
は

食
べ
る
の
が
難
し
か
っ
た
」

の
で
す
。
そ
ん
な
中
、
歯
科

医
療
の
支
援
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

石
巻
市
で
は
震
災
か
ら
２

カ
月
経
っ
た
今
も
復
興
し
て

い
な
い
所
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。協
会
・
保
団
連
と
し
て
ま

だ
ま
だ
支
援
が
必
要
で
す
。

被
災
地
の
復
興
に
む
け
て
組

織
的
な
力
が
必
要
だ
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

し
た
。
私
た
ち
歯
科
が
支
援

に
行
っ
て
「
ど
れ
く
ら
い
要

望
が
あ
り
、
応
え
ら
れ
る
の

か
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

牡
鹿
半
島
の
避
難
所
へ
出

向
き
ま
し
た
が
、「
水
道
が
き

て
な
い
」「
テ
レ
ビ
が
見
ら

れ
な
い
」「
ラ
ジ
オ
は
何
と

か
聴
け
る
」
そ
ん
な
生
活
が

ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
歯
科
医
師
が
支
援

し
た
意
義
は
、「
食
べ
る
」

と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
例

　

今
回
訪
れ
た
宮
城
県
石
巻

市
で
、
実
際
に
テ
レ
ビ
映
像

で
見
た
光
景
を
つ
ぶ
さ
に
見

て
来
ま
し
た
。
死
者
、
行
方

不
明
の
方
を
合
わ
せ
て
２
万

５
千
人
。
そ
の
中
に
同
じ
歯

科
医
師
が
い
ま
す
。
亡
く
な

ら
れ
た
方
や
被
災
さ
れ
た
方

の
無
念
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

　

自
主
共
済
の
原
状
復
帰
を

目
的
と
し
た
保
険
業
法
再
改

定
法
の
施
行
が
目
前
に
迫
っ

た
４
月
28
日
、「
共
済
の
今

日
と
未
来
を
考
え
る
大
阪
懇

話
会
」
は
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

結
成
４
周
年
学
習
交
流
会
を

開
き
、
中
小
自
営
業
者
、
医

療
団
体
な
ど
７
団
体
60
人
が

参
加
し
た
。
押
尾
直
志
・
明

治
大
学
商
学
部
教
授
が
「
共

済
の
役
割
と
今
後
の
展
望
―

東
日
本
大
震
災
も
踏
ま
え

て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

共
済
団
体
が
震
災
時
に
果
た

す
べ
き
役
割
を
示
し
な
が
ら

今
後
の
展
望
を
語
っ
た
。

　

震
災
発
生
か
ら
１
カ
月
以

上
が
過
ぎ
、
被
災
者
の
生
活

再
建
が
急
が
れ
て
い
る
状
況

下
、
共
済
団
体
が
担
う
べ
き

役
割
は
大
き
い
。
押
尾
氏

は
、「
共
済
運
動
は
、
連
帯

や
団
結
に
よ
っ
て
社
会
的
不

　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
は
、医

療
従
事
者
と
し
て
の
必
要
な

接
遇
マ
ナ
ー
や
専
門
知
識
を

身
に
付
け
て
も
ら
お
う
と
、

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座
を

５
月
15
日
に
開
い
た
。
歯
科

衛
生
士
、
歯
科
助
手
あ
わ
せ

て
１
０
１
人
が
参
加
し
た
。

　

接
遇
マ
ナ
ー
の
講
師
を
務

め
た
油
谷
純
子
氏
（
目
白
大

学
短
期
大
学
部
教
授
・
副
学

つ
い
て
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な

い
」
な
ど
の
切
実
な
声
が
相

次
い
だ
。
最
小
限
の
応
急
処

置
を
し
、
抜
歯
や
入
れ
歯
の

新
製
が
必
要
な
患
者
に
は
歯

科
医
院
へ
の
搬
送
を
促
し

た
。
柴
田
氏
は
、「
幼
児
を

連
れ
た
若
い
母
親
が
『
こ
の

子
に
は
何
も
残
し
て
や
れ
な

い
の
で
、
せ
め
て
い
い
歯
を

残
し
て
あ
げ
た
い
』
と
話
し

て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
」
と
話
し
た
。

被
災
会
員
救
援
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

協
会
は
、
医
療
機
関
の
一

刻
も
早
い
復
旧
を
め
ざ
し

て
、
被
災
会
員
支
援
の
救
援

募
金
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
詳
細
は
事
務
局

ま
で
。

被
災
者
医
療
の
確
保
求
め
る

復
興
へ
共
済
の
重
要
性
確
認

補
正
予
算
で
社
会
保
障
拡
充
訴
え
る

結
成
４
周
年
で
学
習
交
流
会

歯
科
臨
床
・
学
術
部

新
人
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に

実
演
交
え
接
遇
法
な
ど
講
習

歯
科
支
援
で
な
け
れ
ば

戸
井
逸
美
（
生
野
区
）

“初めて歯医者が来てくれた”“初めて歯医者が来てくれた”
医療支援に切実な声相次ぐ

義歯の不具合を訴える患者が相次いだ被災
地での歯科医療支援＝５月19日、石巻市内

要請書を受け取る山下芳生参院議員
（左から３人目）＝５月19日、東京都内

東
日
本
大
震
災

国会要請

大阪懇話会 被
災
地
に

被
災
地
に

　
　

立
っ
て

　
　

立
っ
て

要
請
議
員
一
覧


